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　Digitalis配掬投に対する抵抗は動物の種属によ
り異なり，また同一の薬瓶にお“ても個休により
異なる。この抵抗の弟異はDigitalis配糖体効力
槍定に当って常に考慮される問題であるが，その
抵抗に及ぼす因子の一一・つとして致死彙と休重との
関係についてKnaffl－Lenz，1）Jacobsen2）は報告を’t　i
つている。他方Tanabe＆Suzuki3）ぽ猫を使．謝し
’てのDigitalis葉槍！屯1こあたって：致死量と臓器重
量とが密接な関係にある事を報淫している。
　以上の理由からモルモットに対するDigitoxin
致死量の検定の際にも，致死量と体重，致死量と
臓器」∫t昂：との間に一・定の関係が存在するか否かを
楡討し．，休．重及び1嚴四重最がDigitoxinに対する
モルモットの綱体デ臼の原囚となるか否かを確めん
として本実瞼を企てた。
実験材料及び実験方法
　実験動物として体重300～601）gのモルモ“1トを使用し
実瞼前15時陶と実駁藁巾は禁食せしめた。実景動物の圃1解に
は体：tli：・1〔〕09当り0，290）Urethan　C皮ド断りをJHいた。
　Lilly会祠：製のDigitoxinを無水アルコー／しで】，‘）00倍に
稀釈したものを原液とし，実験の度毎に，この原液を度に
Ringer．氏液で1．O　l‘臼こ稀釈したものを順序1液とし．た．、
　被槍液の…定量宛を5う掬隠la　’1　cc／分の速さで1血曜♂内
に注射し，’“繊停；止までの～；・：注射量から111｛位体．ill：〔K｝09）当
りの致死量を算出した。この際1回の注射量は油射開始後
30～60分に心中停止が1潤るように予め＞9めておき，しかも
各実瞼例における1回注射量は実瞼途巾で変事されなかっ
たn從って致死噂隅が：麗過ぎるか，または；聾しく長輝ぎる
場合はコ回淀射量が不適塁iであったものとして実瞼成績か
ら除夕トすることにしたQ
　被無心の淀射は外勤静脈より行った。実験経過中は絶え
ず穏診によって鵡音を｝臨き，鷹取不能となった後に開胸し
て紅接心融停」Eの「【舜問を確かめ，正離な心㌃隔停」L時間を知・
るように努めた。なお口広回数が進1むに階つれて白肌呼吸の
減弱が現われて來る故，呼吸麻痒の起らぬように漉当な峙
がら入τ呼吸を行った。
　，C．礁停JL後直’P、に，巳繊，腎繊及び肝融を摘1［1し，£～3回
水道水で洗った後重量の測定を行・つた。
実験成績及び考按
　？S例について得られた成績を・一士舌表示すれば，第1表の
如くである。即ち準均体重451）9のモルモッ1・1こついて得
られた・・“；c’1’j致死溜」：0．1〔15m蛸009となった、今個々の例
につき体1・蔭：と予文夕E：凌との「…制係を1翼1刀ミしてJL：：と，第1区1の
攻iiく　なろり　こ二：’r［送1よ　り1リ1カ・な女［1く，　至父夕E量（・ま体：項：ヴつi曾力illこ
比例して増加し，致死量と体．重とのMJにはソく体直線的な関
係が見らオした。・ヒし．て体重が異なっても堆位体重当り0）致
死量はほぼ同じになる・j：：は表から4J明かで，tlノる．，從って坦
位体「11i：’Llり．c，論じさえすi‘ばモ・しモッ1・のDigitoxln感度
1よM．c：・11：ン）；．LIII・なつ’ぐも；：1’ll｛む・＃ui1奪1旨と」1．仙文L・てジ窪支♪しカ＝ti・もの
1）Kna田一Lenz＝J，　Pbarmacol，29，407（1920〕．
2’）　Jacobsen　：　Acta　Pharmacol．＆　Toxicol．　7，　‘i’5｛1（35’1）．
3）　Tanabe　＆　Suzuki’：　Jap．　J．　Pharmaeol．　2，　2．”，（1952），
．250
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第1表． Digitoxin致死量及び・各臓器重量　．
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と思われる。
　KnafB－Lenz1）及びJaeobsenL’」はモ・レモットに対する
Digitalisの致死量とモ’レモ・vトの体重との問には必ずし
も耳孫屯なる・雫fテ関f系ン）t荏在しないとゴ些♂ぐていろ、っ即』ち1苅才i’
は5009以下のモ・しモ・・1・では、1’ヒ｝ll舳抵抗力輯く，SOO　9以
上のものでは抵抗が弱いといい，後；拓’は俸重Xと致死量Y
との問にY・・axo・fis：｝の1薬1係のあtv　／LJt．∫を報告しているq　し
かし，ながら私の実瞼に・lrいては体．唖：400～500　gのモルモ
ットを最も多く使用しフこために＝：皮等の主張するような結果
は得られなかった、、しかし強いていえL頁下放は少ないが，
400g↓リ．下のものではS・ヒ1咬fi塾1風い虹難左を：示冒町よう1こも，1凱わ
れた．
　次｝こ各実瞼1列魚郵こ，・心η戴，早劉憾及．び用＝｝瀕の材（tf：に］X・j「する
，1fi：量比を訊1へこた結果力｛第1表に示さオしている、，即’ち心隙，
腎臓及び肝蝋の体．・ll：　r’f分比はノ1乱均に｝げいてそれぞオし0．31，
0．S5及び4．0％となっている。今この融’聯重量の体：噴，ヒと
Digitoxin致死量との関係を図示すると第2図の如くなる。
この図を．見ても明力・な女liく，至女夕E＝量と蹴威曇藩のf本：頑：」七とのIBj
に特に有’意義の関係｝よ1協められなかった。Tanabe＆Su－
zukit：　）は猫におけるDigitalis葉：瞼定に際して，肝厳の体
：」藥：1’ヒの大．なるもの程Digitalis配糖材qこ対すろ抵抗の大な
る’ll二を報告しているが，　私のモルモッ1・に対する　Digi－
toxinタ父夕日・鼎沸敷ン£のIC祭に｛よ，　このよ：3な系Ji身しは＝li忍めら尋しな
かった．．　　　　・
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　　　　第1図モルモ・・1・の体重とDjgitoxin
　　　　　　・　　　致．死量．との関係
縦軸は致死量（mg，，描軸はモルモツ］・の体重（9），縦
気［三の破線は・1t均体重の位置，横走の破線は”ls　．ts　．jの致死
景の：・「航置，　黒．点、は口実f列f直’（L7・これ今日は余論d三のiF〔糸泉の方
向に配列する傾向を示すものと解．釈されるっ
結 論
　　モルモットのDigitoxin感度を致死量の上から
牛ll気恥してψくの弁む蕩芝を：礁｝た・。
　体亘中等．度のモルモットにお・いてはDigitoxin
致死量と体量との間には直線的な関係が詔められ
休郵二が異っても軍位加重当りの致死量は一一定して
V・る。
　　Digitox｛n致死彙と心臓，腎臓．及び肝臓の体≦阯ヒ
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　　第2図隙器重琶の．体：ij　t’t’分」’ヒとDigitoxin
　　　　　　　　　　　　致死量との関．係
縦軸は下からそオレそれ心隙，腎融及．ぴJi．職覧の体重に
対す．る重量．rf分！’ヒ，柑1軸はモルモッ1・の体重！00　g當
りのDigitoxin致死量Ilng），縦走の破線は致死量の
ン1も均愈配，　稲モオ三の破線は一ドから・それぞれ心1臓，　1腎励巌及，び
n．印臓の幽く：亟：」：ヒクメr泊1直，　潔雲点、は各実i｝臨直。　　　’
との開には特別な関係は認められない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Qlf｛禾1．128．6．17　受｛虚）
Summary
　　　Digitoxin　was　injected　into　the　vein　of　urethanized　guinea　plgs　every　£ive　minutes　untii　the
heart　stopped．　And　the　ratio　of　organ　weight　to　body　weig．rht　w’as　determined　by　dissection．　1’he
results　obtained　represent　the　following　conclusions．
　　　．’1’he　lethal　dose　of　digitoxin　per　unit　body　vtreight　is　almost　constant　in　tlite　．cr，，uinea　pigs，
weighin．cr　from　3）OO　to　600　．o．；rat　ms・　Any　definite　relationship　is　not　notieed　between　the　lethal　dose
and　the　ratios　of　heart，　kidney　and　liver　weight　to　body　weight．　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（，Reeeived　June　17，　’19ro3＞
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